様式第２号（申請者→振興センター）

秘密保持誓約書
特定非営利活動法人
　島根県障がい者就労事業振興センター　様


私は、農福連携サポーター派遣事業（以下「派遣事業」という。）の農福連携サポーター（以下、「サポーター」という。）業務に従事するにあたり、農福連携サポーター派遣事業実施要領のほか下記事項を遵守することを誓約します。
第１条　(秘密保持の誓約)
派遣事業において派遣先の事業所（以下「派遣事業所」という。）から開示を許可された情報以外の情報(以下、「秘密情報」という)について、島根県障がい者就労事業振興センター（以下、「振興センター」という。）の許可なく、如何なる方法をもってしても、開示、漏洩又は業務目的以外で使用しないことを約束します。
第２条　(秘密情報の開示)
私は、派遣事業の遂行のために知る必要のある者に限り振興センターの許可のもと、秘密情報を開示するものとし、開示の際は秘密情報が秘密を保持すべき事項であることを明示し、私が負うと同様の義務を当該開示者が負うことについて、私が一切の責任を負います。
第３条　(秘密の報告等)
（１） 秘密情報について、その創出又は得喪に関わった場合ないしはこれを知った場合には直ちに振興センターに報告します。
（２）秘密情報については、私がその秘密の形成、作出に携わった場合であっても、派遣事業の業務上作成したものであることを確認し、当該秘密の帰属が振興センター又は派遣事業所にあることを確認します。
第４条 （既保持の秘密保持義務）
（１）報告義務
派遣事業所と競業関係のある事業所との間で秘密保持義務を負担している場合は、秘密侵害にわたらない限度において、その相手方、義務内容を振興センターに報告します。
（２）遵守義務
第三者との間で秘密保持義務を負担している場合は、派遣事業の業務遂行にあたって、自らの責任において、その義務に違反しないように行動します。義務違反・抵触のおそれがある場合は、事前に振興センターに報告します。
（３）協力義務
第三者から、振興センターに対して、私が負担する秘密保持義務の違反・侵害に関する問合わせ・請求・訴求などが発生した場合は、振興センター及び派遣事業所に損害・不利益等を生じないよう防御に必要な行動・協力をするものとします。
第５条　(退任時の秘密情報の返還)
私は、サポーターを退任することになった場合は、その時点で私が管理もしくは所持している派遣事業に係る振興センター及び派遣事業所の秘密情報及び記録媒体の一切を速やかに振興センター又は派遣事業所に返還し、返還以後は、私の手元には秘密情報及び記録媒体は一切残存していないことを誓約します。
第６条　(退任後の秘密保持)
秘密情報については、サポーターを退任した後においても、開示、漏洩又は使用しないことを遵守し、振興センターの指揮に従い、適時に誓約書を提出します。
第７条　(発明等の扱い)
業務に関して発明、考案及び意匠の創作を行った場合は、振興センターに報告し、その取扱については振興センターの指示に基づいて取り扱われることに同意します。
また、業務に関連して創作した著作物に係る全ての権利は、振興センターに帰属するものであり、著作権法第18条第1項、第19条第1項及び第20条第1項に規定する著作者人格権を行使しないことを誓約します。
第８条　(損害賠償及び刑事告訴)
私は、本誓約書に違反して振興センター及び派遣事業所に損害を与えた場合には、振興センターは私に対し損害賠償請求、刑事告訴などの法的処分をとる場合もあることを十分に理解し、本誓約書を遵守することを誓約します。
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